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*施設の設置目的に対する理解や公共性.平等利用についての考え方

I放課後児童健全育成事業の運営理念
私たちの想い

保護者が安心して託せる、こビもが笑顔になれる居場所の創造

《♦学童保育所は保護者が労働等により昼間家庭にいない児童【こ、

放課後に遍切な遊び及び生活の場を提供しこビもの状況や発達

段階を踏まえながら、その健全な育成を図る事業です。私たちは、

児童の育成は大人の視点だけでな〈、こビもの植利条約を踏まえ、

こビもの幸せを第一に考えてこビもの利益力ぐ最大限に尊重され

るよう配慮するこヒが大切であるヒ考えます。

♦私たちの考える学童保育所は、働〈保護者にヒっての使い勝手だ

けではな〈、こビもが喜んで笑顔で通う姿があってこそ、保護者も安心して我が子を託すこヒができるものヒ考

えています。私ちち自身力ぐ、我が子を安心して託したくなる、そしてこビもたち力ぐ每日学童保育所に来たく

なるような、理想の学童保育所を作リたい、そんな思いで私たちは本事業に携わっております。

《♦さらに、学童保育所は保護者が働〈家庭だけに必要ヒされるものではな〈、子育ての孤立化等の問題を踏まえ

て、「すべての子育て家庭を支援する視点Jに立って行うべきものヒ考えています。学童保育所利用者だけで

はなく 、地域社会ヒの交流や連携、情報提供を行い、地域の子育て支援拠点ヒなるこヒを目指します。

以上の想いに基づき、本事業においては以下の運営理念.方針.目標を定め運営します。

逼営理念

こビもの明日を育み、今日を支える。

私たちは、こビもたちが毎日を豊かに過こせる保育.育成を通じて、明日

をたくまし〈生きる力を育みます。そして、ニビもの健やかな成長を願うご

家庭や地域社会ヒのコミュニケーションを大切にしより良い今日をサボ

-\'Lt̃to
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*団体等の経営状況の安定性

I財務諸表(財政健全性)
弊社は過去の決算や業績において、客観的な評価をするために税理士による経営状況評価をしております

評価内容について、税理士作成の評価書の概要を以下に記載します。

i*; nl

; '.・

3



17

被普ミビ,q̶A.ム普gE風Z腿I糸

■き8€S<£

も‘ � -.

¥8サ0‘ム

を

g鶏gbび

巧♦教

.. .

aiwsanoA

f
aj.a

dno.Q �
ぜ ボoり。sホ01nHWP。g0

y̶ンめごノ� ・̶
' " ,-・,・>. ・»»

<

#�ばmm �Nt

Ainiaaw vsnsiiw � J

».,ぼ
基旧
<

。ネ系、へ上つ泡雄る「。乙一つしごごーギ4べJ

れ1敦る¥疎塞まこぬ'ホま塞まをアミる等故スゲ「塞童殺ざ器轉要い夕翻」、「んg̶A面暮む蓄吉曙目

⑦暴わ/肢努」ゾ塞き暴縱上コも、「器養Y.g̶か漠戰ぜ夕」、「んg̶A專熟'⑦崇■基酌.紛吉」、恥⑦塞

き廣基ェ基士⑦ス々「園巣郁」、「てョー各ん去索廣鶴填」、「群軍お」、「基後モス士系濃擁.票泰jブほ譲・

ボまけ龍聽亭将こ1明湖謝ス将等ムーヤズ々凝資¦
。ジつ率qY資こ1

塞き割まェ基士二旧斜本上つス嘉白ゆ牡等ぎ騎、ススジバぜ各る爲普⑦塞ま泡墓系斜廣德祐しヌ虫填
' 旧マ画おる'̶ま言ぎンる誉目̃二1キI 「0どェごミ整、をこスニムルア無ヌをぜス達ズ'ぶスこを▲廣茶ル

動手き我ま「ぞそェ基」⑦覇寒ス「ぞし基J⑦ラ目モス：、李そIw塞〉ミ¥ぶ寄富$)桑らXB覇塞みモスこ・

Y資～塞逢廣$ム基士 、李をふみ遂�ミ¥夕寄亀亭我I
。マつが1ゴムq鍵る到達が⑦ら〉レケ百好ほア基る華寒ェ暴士み莉存〉鶴ェ0ぬ、ア爾ぶズ

ームを其f1:プつ馳嚴ソ1:プサ薪ぶ制勤よシス園Yタモスここ1園甚まほふぜ将、ホロ薪タボ菜亭我⑦莉策ン=/

。マつな1ゴェつ東斯モま勤暫馳ひ裂れ基、〉賣モ吉倉ゆ本ル基琳要、蜜斜⑦み。ジつ率ミ上ア森ま運唯M牡、ヤ

百パ1餌こ1ら3酎獸二け1〉レ牡等い去みミ隙ぶ富将莉谷0ンンしン莉キタTxイ陽2⑦曹牡XT葛商⑦嘉ま專與・

ンつモq普填スンせ等塞童專

教⑦スを專ボ殺吉タボ詢磐み募專曹牡ゾ1幾つ¥別る塞ま、取※つ塞晴るマみ重宗趣3上ムサる宰⑦ス

「い:メレ「眞$牡晏、等砕をリぐ重意夕Y⑦ェ手タス@風As⑦⑩夕暴禅筆モモスこ夕ふキモス窒夕上〉々

サムし才ぶ、\夕割J 。マつス葉、ン時けぼし封る\\み剖莉1プ1築塞陽。ふ率ぼ104ぐスおほ'壁⑦塞「I夢

⑦由£961マ1宇逝レ趣スいマつこ1み奉るンY⑦等牡ス圓射〉嘲、ヤ擁ら途二1塞童⑦ぐジをふ〉葛らする等将・

̃番牽⑦等我をサを軍意タサ聽～い蘇をサタ緻をIさラ、ヴ塞障I
。ふ率い上つ群目ミムーヤズ塞ホをサぐス達ダ'二1晏Tp圓村⑦〉安らす、ススニ

そふ普填こ海戰斜。ツみおいケモ1リふ1かルつ基をモ綴管じみマモてぜス¥れんね誉泡ら@然教すじ1が:ブ⑦

み。よれ,才ぶ達ダ'〉、ほよ1Tる随裾らもる宙書⑦えシ園れ〉闇ヤ1:ゆマをふ¥はね湖纖蹄る龍鶴⑦き牡・

。去率ハ上つ尉目まスこをふ雄牽そ普填ウが戰斜、ふス：を

▲東斯ま(anlDA paJD旧6WDaJつ=八s))葛替要陽⑦戰敏厳ぜをふ¥はぎスズオパタる霞德ウン殺⑦等

砕プ1謝二1ペガーロズる「。ハジらネス擬をふ否ぜス等将Jソ,ホス曹一〇ムーつゾごーギ4べね妻白もえマ巧・

ふ尉gるふーヤズ嘉すをシ鶴サをス蚕ダ'二1等将ス囲射I
目由しY資塞ま群裏ぽ・票吉\由夕巧陽将♦ふーヤズ

檢牽る普堆ゐけ纖封、上つ壌ま塞まをア革ま♦祥

、ヴを\ルコ塀毅由ぱラ、ケサ德ひ暴却四*

’ぐf B



H ::

*進んで団体等の情報等を公表しているか

I情報公開への対恣
弊社は公的な施設の運営受託者ヒして情報公開に対する取リ組み方針を以下の通リ定め運用しておリます。

I市民の権利の尊重及び配慮
・情報の公開を求める市民の権利が十分尊重される事を理解し逢用します。またその際、個人に閲する情報が

みだリに公開されるこヒのないように、最大限の配慮をします。

I管理運営の透明性
・逗営方針及び年次事業計画、事業報告にっいて、閲覧希望者に可能な限リ情報提供を行い、運営の透明性

を高めます。また、利用者からの意見.要望.クレームに対しては、公開請求の有無にかかわらず、施設内掲示

板に回答書を掲示するか窓口にて閲覧に供するかの方法で説明貴任を果たします。

I公の施設の管理に関する指定管理者の保有する文書公閲
・本施設に従事する者が職務上作成しまた取得した文書等に対して「文書等公閲請求書Jが提出されたヒき

は、必要に史じ当該自治体所管課等ヒ協議し情報公開条例等の趣旨に則り、受託者の貴で全部公開、・

部、又は全部非公開、若し〈は文書等の存否を明らかにできないこヒを判断します。

・また、受託候補者に選定後には、情報公開の対象ヒする文書及び企業情報ヒして当該自治体「情報公閲条

例Jの非公開対象文書ヒなるものを分別し協定書上で明確化して「文書等公開請ま書」への対応について

共通理解を持ちます。

文書公閲に関する苦情の申立ての対ほ

指定管理者が行った公開の可否等の決定【こ、公開請ボ者から苦情の申立てがあったヒきには「苦情申立報

告書」を当該所轄課に提出しその内容について協議しゆ分決定後は速やかに苦情申立者に対してゆ分

内容を速絡します。

ホームページ等での情報発信

弊社及びグループ会社のホームページにおいて、随時事業や運営に係る情報を更新しています。

自治体や利用者等が弊社について理解し安心して運営をお任せいただけるよう、具体的な運営内容や取組み

を広〈情報を発信しています。

5
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労働基準法の遵守

弊社では、労働基準法tこ基づき、労働時間、年次有給休暇、時間外労働等の労働条件や職場内における規律

等を定めた雇用形態別の就業規則を策定し社員・バートナー等に周知しています。また、仕事だけではな〈、プ

ライベートも充実した人生を歩めるように、以下のような取組みを通して、ワーク・ライフ・バランス支援を行ってお

ります。

I健康経営優良法人ぼ)2024の認定
・長期的な安定雇用を目指した社貢の健康増進支援を行った結果、令和6年3月I

I日付けで経済産業省及び日本健康会議の選定する「健康経営優良法人2024

(大規模法人)」の認定をソシオークホールディングス株式会社にて受けておリま

す。本認定は2021年よリ受けており、4年速続での認定ヒなります。

・s£�ま康終営優良'aズ
….�’ doo Ih ond pmd"fliw■か

※健康経営優良法人認定制度ヒは

経済産業省ヒ日本健康会議が、特に優良な健康経営を実践している法人を認定する制度です。健康経営に取リ組む優良な法

人を「見える化Jするこヒで、健康経営優良法人が社会的に評価を受けるこヒができる環境を整備するこヒを目的ヒしています。

社貢浦足度観査

はたらく仲間に「歓働」をもたらすこヒを経営理念【こ、每年、従業貢満足度(Es)調査に取り組ん経営計画

発表会で全事業所【こ結果分析を発表しさらなる向上・是正改善に取り組んでいます。

育休取得

「育児.合護休業等に関する規程Jが定められ、育休'産休の取得率はほぼ100%です。女性だけではなく

男性職員の取得も進んでいます。休業中も社内報等を自宅送付するなビ復帰への不安を減らし産休復

帰祝金制度を設け、復帰を歓迎するこヒを制度ヒしても示しています。

えるぼし(3つ星)企業の認定

えるぼし認定ヒは、女性活躍椎進法に基づき、一般事業主行動針画の策定'届出を行っ

た企業のうち、女性の活躍推進に閲する取リ組み実施状況の優良な企業が、厚生労働

4-�4-

大臣により認定を受ける制度てす。「採用J 「継続就業」「労働時間等の働き方J 「管理

職比率」「多様なキャリアコース」の5項目に基づき、企業の取り組み実績が全3段階で

評価されます。

を ぶ.
\ゾ

弊社は、5項目の基準の全てを満たしているため、最高位である3つ星で認定されました。

女性活躍推進の収リ組み

弊社では、現在、社貢の8割強を女性社員が占めています。女性の働きやすい会社作リに取り組んでおり、

産休.育休や結婚、ご家族の介護なビライフスタイルに合わせて時短勤務や勤務地の変更等、柔軟な働き

方を選択できます。今後も、女性社貢のさらなる活躍を推進するために取リ組んでまいリます。

7
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貴市及び近隣自治休における運営実績

弊社運営施設と連携し質の向上、安定的な運営を実現します。

♦弊社は貴市及び近隣自治体において、公殺民営の学童保育所.児童館等をI 3自治体

います。

運営して

《♦その内、国分寺市内では、児童館,施設、学童保育所5施設、親子ひろばI施設(ひかリ児童館、第一光町

学童保育所、第二光町学童保育所、寧三光町学童保育所、第四光町学奪保盲ザ、第三象巧ぎ童傳育巧、西

部地区拠点親子ひろぱ)を逢営しています。

《♦そのため、プログラム等の合同実施や情報.事例共有、人財交流、欠員や行事の際の史援体制がヒりやすい

地域です。

♦本施設受託の際には、市内の当社受託児童館、学童保育所等ヒの連携、情報共有をヒりながら質を高めあう

ヒとも【こ、安定的な運営を実現いたします。

▼市内及び近購自治体の受託実績

奥多摩町;

学童 2施設

子ビも教室2施設

ザル>

学童

'、ブIJ、ン�

1祐設

ぽ設

学童 4施設

児童館 3施設

子育て支拔I施設

瑶穂町 学童8施設

0の出
学童2施設羽村市

学童

あきる野ホ子ビも教室2施設

A王子市

学童 4施設

子ビも教室2族設

潰菊市轉 7�
.... l. 児童館 4施殺

学童 3施設采村山ホ,ぐ久留来ホ居場所づくリI施設
,児童館 f施設・ .-'

3施設福生ホ子ビも教室3施設: { 学童 I7施設

立川市
小平ホ

児童館 3施設

子ビもた場15施設

昭怒市 a

簡な市

日野市

学童I施設

-'学童 5施設

児童館 I施殺

子育て支援I施設

府中市

学童8施設
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・:*こビもや家庭を取り卷〈環境が大き〈変化する中、こビも自らの「育つ力」ヒ家庭の「育てる力」を社会全体

が支援するこヒが必要ヒなっています。学童保育所は、保護者の仕事ヒ子育ての両立支援であるヒ同時に、

児童の健全育成のための重要な役割を担う事業であリ、次世代を育成する極めて大切な事業であるヒ捉え

ています。

*:»今回の学童保育所運営事業者公寡は、提供するメニュー内容の充実なビ、更なるサービスの向上が期待さ

れているヒ理解しておリます。民間ならではの知恵ヒェ夫を活かして、設置目的に合致したサービスの向上を

実現いたします。

*:*私たちは、学童保育所運営において、大人の視点からのみならず、こビもの権利条約を踏まんこビもの幸せ

を第一【こ考えてこビもの利益が最大限に尊重されるよう配慮するこヒが大切であるヒ考えます。学童保育所

の職貢は、学校の教師ヒも親ヒも逢う、こビもたちの最も身近にいる大人です。私たち自身が、こビもたちの

信頼に応えられる大人てありたいヒ心がけています。

*:»働〈親にヒっての使い勝手だけではな〈、こビもゲ喜んで笑顔で通う姿があってこそ、親も安心して我が子を

託すこヒが出来ます。私たち自身力ぐ、我が子を安心して託した〈なる理想の学童保育所を作リたい、そんな思

いで私たちは、本事業に携わっております。

I国分寺市への理解ヒ想い
♦ン国分寺市人ロビジョン(第3版)によるヒ、国分寺市は、直近30年間、一部期間を除き、概ね人口増加傾向

が続いています。特に、2018年から2023年までの直近5年間の人口増加率は5.4%ヒなっており、多摩26

市の中で最も高〈なっています。また、これまで横ぱいだった「0歳～14歳」の人ロカぐ20 I 6年以降は継続し

て増加傾向になっています。さら【こ、国分寺市子ビも若者.子育ていきいき計画に関するアンケート調査結果

によるヒ、近年の母親の就労状況については、就業率が年々増加するだけでなく、 「フルタイムJの割合が増

カロしているため、今後も学童保育所の利用ニーズの高まりが想定されています。

*�*さらtこ、小学生の保護者(母親)の就労希望について、「一番下のこビもが『10歳バこなったころに就労した

い」ヒいう声が最も多〈なっており、学童保育所卒所のタイミングで就労を望む声が高まっているこヒからも、

学童保育所は児童館や放課後子ビも教室、地域住民等ヒ連携を深め、地域ぐるみでこビもたちの安全安心

な居場所づ〈りを行ってい〈必要があるヒ考えています。

♦ン国分寺市は、「国分寺学Jヒして、こビもたちが主体的に地域ヒ閲わり、地域に根差した探究的な学習を進め

ることによリ、「課題解決力」「コミュニケーションカ・協働力」「社会参画力」に関する資質’能力を育むこヒ

を目指す学習を推進しています。また、今回の第四日吉町学童保育のこビもたちが通う第五小学校は、地域

ヒの関わりを重視した教育活動を行い、「地域で育ち地域の一員ヒしての自覚ヒ、将来地域に貢献しようヒす

る高い志をもったJこビもたちを育むこヒ【こ努められています。

«:*これらの国分寺市及び第五小学校の想いヒ取組みは、弊社が学童保育所運営にあたって重視している、地

域に根差した事業運営「土着化Jに繁力ぐるものであるヒ考えており、前述の地域ぐるみでこビもたちを見守る

意識の醸成ヒ安全安心な居場所づくリに貢献できるヒ考えています。

♦ン国分寺市子ビも若者・子育ていさいき針画(令和7年度̃令和II年度)の基本理念「子育てヒ子育ちでひ

ヒがつながリ子ビもや若者一人ひヒリが自分らし〈将来にわたって幸せに暮らせるまちJづ〈りに寄与したし、

ヒ考えています。



21

。ふ率0まるさ園★ムボ：個ヴ/與掛サフをダス禁ルフ零る要律ら叫ざ⑦科翁わ塞薪キ※

。在率、ルつ敏牽子索

ェ本、妾舌、軍後サェつケンんに基後パーふペーtソ。其若ヤ璃ら地：1

曙呈りこらぷンびボまムーダェつスr圓厳ぱ1斑ェ。かJ $圓爾Iぎ每

圓懷ぱ1斑上Lね

、。ネ軍いェつ卿牽るマら.ムロ。乙ひn楽る鶏財ま敦ミ碑ブ摯④Y

、リーみ。乙ーレ、奨喜、み、ケ圏ゲ聽をす二1盲暴ざみふ卜jぺらル⑦與恥

いこん工つ奨、ゴI

。灰モ、ルつ敏牽るマらズロ。乙どペズみマらズn。乙楽是

マらズn。こ⑦ビペズ★寒呈I
マらズn。こ口巣$熟闇'

【(⑥)マらズロ。乙々⑨#曾】

。ふスら菌⑦※す1まね園由ぐマらズロ。こぐら@#曾。ふモつシい薪革二1らすをン斑上つひ'華フ秦

ぶ智目票ぜラぶをつ掌礎わ二1斜、らお首イ1ねミ寄喜ヴルすをみ夕辛るぐつラよ⑦みを、ルし斜⑦票ぜらスわY

ーモ封るらほ二1曙與受、ンらす、ゆラふ：1媒英⑦れジをみラみ。ふおば上ア条ス、ゆサ基る莉等我シ掛毛目

n鬱る曙きゆ劉鶴城、〉をねスェつスお暫を、ぼじ1吉るお基掛軍吉ふユ懷る国錮⑦〉安⑦掛鶴雄わドゾサ

マらズロふぴ基ま#凝スツ"ゲ填基“I
塞蘇塞まい々らふ夕つス崇勃旧*

= .. � � " . :- -



I世代間交流プログラム

地域の高齢者を迎えての交流プログラムや、ボランティアによる囲碁.将棋クラブ’生け花教室.茶道教室等を

実施しています。また地域の高齢者施設の行事に児童が制作した手作リのプレゼントをお贈リするなビの交流

も実施しています。

身体を育むプログラム

I休力増強プログラム
児童の体力は新型コロナウィルス感染症拡大以前の水準より低〈、運動習慣においても、体育の授業時間以タト

に運動をする時間が減っているこヒが報告されています'ス。弊社は、学童保育所の活動の中で楽し〈身体を動か

す機会をつ〈り、運動するこヒの喜びを味わうこヒで、生きる力の基盤ヒなる健やかな身体づ〈りを目指します。ま

た、こビもたち自身が企画するスボーツ・遊びのイベントを実施したり、ドッチビー、なわヒび、ボール遊び等も取り

入れ、こビもたちの希望や季節.地域に合わせた遊びを随時行います。
※スボーツ庁「令和5年度全国体力・運動能力、運動習慣等の結果(概要)について」より

その他のブログラム

その他にも、季節に応じたプログラムや保護者.地域の方ヒー緒に交流を楽しむプ

ログラム、地域の施設(ェ場)見学なビ多様なプログラムも実施します。

※本提案は弊社の知的財産を含む内容であるため、情報公開において不開示を求めます。

13
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I発達段階の特徵を踏まえた支援環境の設定

発達は個人差も大きいため、支援内容は一人ひヒリのこビもで異なりますが'、こビもの発達にたじた遍切な環境

設定・支援を行います。

國学童保育所における児童ヒの関わり方

・学童保育所におけるこビもたちの遊びに支援員が関わるこヒは、こビもたちの心理に大きな影響を与えるこ

ヒを理解し遊びを豊かに、そして安心して行うこヒができるようにするため【こ、支援貫は個々のこビもの状況

や集団に合わせて多様な関わリ方をするこヒを心がけます。

・また、支援貢は学校の教貢や保護者とも違うこビもたちの最も身近にいる大人です。大人ヒの安定した信頼

関係のもヒで、こビもは「遊び」「学習Jなビ

の活動、十分な「食事」「休息」が保註される

こヒで、安心して生活し育つこヒができるヒ

いうこヒを理解しこビもたちの信頼にたえら

れる大人てあるこヒを心がけます。

・いじめの防止ヒ早期発見のための取組み

・いじめは重大な人権侵害であリ、こビもの心の育ちを阻害する要因であるこヒを認識し以下のようないじめ

の防止ヒ早期発見の取組みを実施します。

・入室時にこビもの表情や友逢同士のやり取リの中で異変がないか支援貢が意識的に注意を仏います。

・学校で実施するいじめアンケートに合わせ、学童保育所においてもいじめアンケートを実施しいじめの早期

発見に努めます。いじめの可能性がある場合は学校に共有し連携して対史をします。

・トイレなビの密室や死角ヒなリやすい場所なビは、いじめを誘発-見逃す可能性があるため、施設特徵に合わ

せて支援員の目が行き届〈環境設定に努めます。

・ 「なんでもそうだんばこ」を設置しこビもが一人で悩みを抱えてしまう

ことがないよう、直接相談しづらいこヒであっても支援員に伝えやすく

する取組みを行います。

・いじめ等の見落ヒしがないように予ほヒ遍切な対にをヒリます。こビも

たち自身の人権意識ヒ思いやリの心を育むために閲発された

の実施も検討します。

・『こビも会議』の積極的な実施

・学童保育所はこビもが主役の居場所です。こビも基本法第三条3項におい

て、こビもの意見表明権の保障が明記されております力ぐ、弊社では以前よ

り、学童保育所でこビもの意見を反映する取組みヒして「こごも会議」を積

極的に実施しています。

・ 「こビも会議」では、活動のルールやイベント企画なビについて、「こビもたち

が話し合い、計画う準備=>実行夕振り返り=>改善」ヒいう方法をヒり、こビ

もたちは、「やらされている」のではなく、自ら積極的に取リ組む活動の主体

ヒしての役割を渠たします。

・年齢によって、児童の取り組み方は多様ですが、それぞれの年齢.発達段階

に史じて十分に主体的にま動できるように支援します。(右の菩真は実際に

「こビも会議Jで出た図書の整理整頓を実施している様子です。)

※本提案は弊社の知的財産を含む内容であるため、情報公閲において不閲示を求めます。
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I学童保育所外における活動時の安全対策

第四日吉町学童保育所は「こばヒ公■」等で外遊びをするため、日頃から以下の安全対策を実施します。

・施設外ま動時は、万一の事故の際tこ、事故対史をする者ヒ他の児童を保護する者が必要ヒなるため、職員

が2名以上付き添います。行き先ヒ帰着予定を「活動表Jに記入し必ず携帯電話を持って出かけます。

・緊急事態発生時には、児童を安全な場所に保護し必要に史じて速やかにた急処置や病院への搬送を行

し、ます。速やかに、法人本部や市、保護者等へ連絡します。

・-'!・

事前に必ず気象情報を確認する。

特に、雷、ゲリラ豪雨等tこ注意し落雷や川の増水、土砂崩れ等の危険を回避する。

警報等の情報を的確に収集し発生状況によって屋外活動を控える。

屋外での帽子の着用ヒ水分補給の指導を行う。

同行する職貢は携帯型熱中症計を身につけ、遍宜、支援貢が休憩指示を出して、こビ

もたちを木陰等で休憩させる。

I登所・降所時の児童の安全管理

第四日吉町学童保育所は小学校外施設で、第五小学校からはこビもの足で徒歩10分程度の場所にあり、周

辺は住宅密集地で道幅が狭〈拔け道ヒして利用する車が多い特徵があリます。そのため、学童保育所におい

ては、登所.降所時のこビもたちの安全管理は重要な役割ヒなります。4月から約2か月は、新I年生が安全に

登所できるよう、小学校まで職員が迎えに行き、学童保育所まで引率をします。また、こビもたちヒ学童保育所

周辺の安全マップを作成したり、帰リの会なビで安全指導を行うなじ日頃からこビもたちへの安全意識醸成

を図ります。その他、特に注意が必要と思われる箇所における、安全管理への考えヒ方針は以下の通りです。

注意箇所①：死角になリやすいT字

学校の通学路から第四日吉巧学童保育所方面へ右折する地点にT字路があり、車の往来が見えに〈く道幅も

狭い場所になっています。ミラーカぐ設置されていますが、こビもたちの背文からは高い位置にあるため、左右か

ら車等力ぐ〈る可能性をこビもたちに周知し立ち止まって安全を確認した上で右折するように指導いちします。

注意箇所②:押しボタン式信号の横断歩道

押しボタン式の信号付き横断歩道を渡って〈る必要があるため、必ずボタンを押して車が停止したこヒを確認

してから横断するようにこビもたちに指導をいたします。

▼登所・降所時に注意が必要な箇所マップ

熊野神社通リ
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危機管理方針③再発防止を国るために事後の処置を徹底する

・�-本提案は弊社の知的財産を含む内容であるため、情報公開において不開示を求めます。

糸本提案は弊社の知的財産を含む内容であるため、情報公開において不開示を求めます
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※本提案は弊社の知的財産を含む内容てあるため、情報公閲において不開示を求めます

管理上の不具合や小さな問題の報告

日常の維持管理や定期的な保守点検なビにおいて、施殺.設備の不具合なビの小さな問題を発見した場合

は、一元的に記錄した上で、速やかに市に報告します。

簡易なものや迅速な対店が必要なものについては、報告時の市ヒの協議に基づいて、弊社で補修等の対応

を行います。

備品の入れ替えが必要な場合や大掛力、リな修繕ゲ必要な場合は、菩真を添付した報告書・要望書を提出

し修繕等の対史に関する協議を行います。

�修維への対応ブロー
自社で可能
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*利用者への対たマニュアル'社貢教育独自マニュアルの整備(利用者へ平等利用は確保できている力、)

Iマニュアルの整備
・学童保育所は、こビも.保護者、近購住民、学校、その他関係機関なじ日頃から連携や交流を図るヒトが幅

広く、こビもたちの安全.安心のためには協力的な閲係性を構築するこヒは重要です。その上で、職貢の接し

方.閲り方は信賴関係に大きな影響を与えるこヒを理解し弊社では、こビもや保護者への接し方等育成支

援の基本を定めた「支援貫業務マニュアルJをはじめヒする下図の各種マニュアルを整備し職員に周知.

研修を行うヒヒもに、マニュアルの内容は每年改訂を行っています。

・その他、「保護者対た研修」「学校-地域ヒの速携研修J 「クレームに繁げないための行動理解」「人前で話

す力を養う研修」なビ、利用者や地域、関係各所への対店方法を学ぶ研修を実施し職貢の対史力強化を

図っています。

糸本提案は弊社の知的財産を含む内容であるため、情報公開において不開示を求めます。

I職真の身だしなみについて
児童育成を担う職員であるヒいう自覚ヒ貴務を認識し日々真摯に業務にヒりみます。また、近隣の住民や学校

関係者、保護者なビ多〈の方ヒ関わるため、日頃から服装や身だしなみを整えて業務に取リ組みます。
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苦情への対從

苦情に対し直接対応が可能であれば、責任者以下職員が迅速に対応します。謝罪した

上で、状況の把握に努め、問題の認識に能酷のないよう、随時内容や双方の認識を確

言,ミ、します。弊社の対応に問題があれば、再度謝罪するヒヒもに、速やかに再発防止策を

講じます。勘違いなビ、当方に起因するトラプルではなI 、場合は、改めて詳しくご説明し

誤解や勘違いを与えた点を遍切に解消できるような対たを心がけます。

苦情やクレームが発生した場合は、下記のように状況確認や本人への謝罪ヒいった一次対ただけではなく、

根本原因を取り除〈二次対応にも努め、苦情やクレームが起きない運営を目指します。再発防止の観点力、

ら、職貢全体に苦情に対する情報共有を図り、再発防止策や改善策を周知徹底します。

苦情の対恣方法

第三者委員含む苦情解決制度

・運営する事業所において第三者委員を含む苦情解決制

度を設け、入口付近に掲示する等利用者に周知しておりま

す。当事業においても、貴市ヒ協議し第三者委貢を含む苦

情解決制度を設置します。

IS0900 I品質マネジメントシステム

・ IS0900 I品質マネジメントシステムの「顧客浦足管理規定Jにより、寄せられた声を「顧客情報受付票

/是正処置計画書」の様式で、内容・対た及び処置・原因・是正処置案・是正ゆ置予定日・是正ゆ置完

了の確認・確認予定日を記錄し本部に報告します。

・本部は報告内容を精査し現場事案か本部事案か外部サボート事案かを判断し対ゆ・改善措置を実

施します。さらに改善策が有効か否かの効果確誌も実施します。

苦情対たフロー

本部との速携

・苦情の内容や対店予定、調査結果等を本部ヒ随時共有し対史や調査について指導・検紅します。

ホヘの報告

・市に対して正確に報告をします。重大な場合には即時かつ随時報告を行い、市との速携の上、真摯に対

史いたします。

事後対廣

・申告者に対し経過等の記錄や意見によリ改善された点や再発防止策なビを確認できる形で報告する

ヒヒもtこ、全職員で共有します。
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研修計画

OJT

日常業務の中で知識・技能.意識の向上をはかリます。

Off-JT

・事業に従事する者全員の知識.技能.意識の統一をは力、り、チームワークづ〈りに努めます。また、人ヒ接

する職業ヒして相史しい接遇-対史ができるように、マナー研修-傾聴トレーニング'個人情報保護研修.

救命救急講習等を実施しています。数多〈の研修機会を設け職員に自己研鎭機会を提供しています。

・さらに当社が作成した をもヒに配属時研

修を必修ヒしています。

・年間の研修計画例については下表の通リです。任意で受講したい研修を選択するものヒ、全貢必修で実

施するものに分けられます。パソコン上で研修が受講できるzoomでのオンライン研修も整備しておリ、

全職貫がビこでも学べる環境を提供します。

※本提案は弊社の知的財産を含む内容であるため、情報公閲において不開示を求めます。
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弊社は個人情報保護法に関する法令等を遵守するためにグループ内共通ルールヒして、個人情報取扱規程.

情報セキュリティ規程.特定個人情報取拔規程を定めています。そして、各種規程に沿った現場での対史方法を

示した「個人情報取扱マニュアル」を作成し以下に記戴する体制のもヒ、遍切な逼用に努めます。

個人情報保護休制

IS02700 Iに基づく個人情報管理体制

・公的サービスの受託運営者ヒして個人情報保護を重要な責務ヒ位置

づけ、弊社が取得する国際規格IS02700 I情報セキュリテイマネジメ

ントシステムの基準のもヒ、以下の「個人情報に関する基本方針」で運

用します。

慈
/

JQA-IM1537

日頃より個人情報の取リ拔いを重視し個人情報保護法および「個人情報を取り扱う業務委託契約の特記

事項」等に基づき、「個人情報取拔規程Jを定めます。

全ての職真に個人情報保護研修(採用時研修：I回(入社誓約書も提出)、定例研修:年

し個人情報の取り扱いヒ秘密保持義務について十分な理解のもヒで厳格に管理します。

回)を義務化

ra � ・・',・ "f

I.個人情報の取得は、適法かつ遍正な方法で行い、利用目的の範囲でのみ個人情報を利用します。

2.あらかじめ明示した範囲および法令等の規定に基づく場合を除き、個人情報を事前に本人の同意を得る

こヒな〈外部に提供しません。

3-個人情報を遍切に管理し漏残や滅失、き損等を防止するため、遍切な措置を講じます。

4.自己の個人情報について、訂正や削除等の申し出があった場合には、速やかに対応するヒヒもに、個人情

報の取り拔いに関する苦情があったヒきは、遍切かつ速やかに対史します。

漏浅防止対策

個人情報管理体制

・個人情報の遍正な管理を推進するため、責任者を個人情報

保護管理者ヒして設置するヒヒもに、本部内に、個人情報に閲

する苦情・相談窓口を設置します。

・補助員も含めて、利用申込書の受付等、本施設で利用者に

接する可能性のある全職貢を個人情報取り扱い担当者ヒ位

置づけ、次頁のような取り扱いを撒底します。
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利用者個人情報の取リ抜い(保管等)

�3 _々ホ t
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個人情報の保存ヒ廃棄

本施設て保有する個人情報の情報媒体は、紙・データの2通

リです。紙媒体での個人情報は施錠が可能な書庫等に保存

し管理をします。

特に、第四日吉町学童保育所は開所日以外に地域団体等

が施設を利用するこヒがあるため、日頃から個人情報の管

理を徹底するヒヒもに、利用がある前日に再度管理漏れがな

いか確認を行います。

データ媒体の個人情報は責任者のみが扱えるパソコンに保存しバスワード等にて管理します。破棄.廃棄

は溶解もし〈はシュレッダーゆ分ヒします。

児童の暮真や氏名の取リ抜い

ま動の様子等を公開する際は、個人が特定されないよう、顔や氏名がわからない菩真、情報に限定します。

保護者の了解を得た場合のん個人の特定される菩真、情報を公開使用します。

禁止事項の掲示

故意はもちろんのこヒ、過失による漏えい.

紛失.盗難なビを含めたルール・手順を個

人情報取拔規程に定めます。

規程を安易に捉え、遵守を怠るヒ利用者や

市の信頼を失墜する重大な事件に発展する

ヒいうリスクを十分に認識しておリます。

0 f禁止寧圓

fMf-W
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*施設の設置目的に沿って団体が独自に企画し自己の財源で行う事業
※自主事業収支計算書(書式任意)を提出して〈ださい。

I配食サービス
現在、全国的な共働き世帯の増加に伴い、学童保育所を利用する児童も右肩上がリに増えておリます。そのよう

な中で、各家庭の子育てを支援するための多様なニーズに史えてい〈こヒも学童保育所の貴務だと考えており

ます。

学童保育所では、小学校の三期休業日や始業式、終業式なビ学校給食がない期間の昼食は各ご家庭でご用

意していただき児童が持参する場合が多いこヒヒ存じます。お弁当を準備するこヒが負担ヒ感じられているご家

庭も少なくない状況の中であるこヒを鑑ん配食サービスを提供します。

また、配食サービスの利便性を高めるために、オンラインシステムを導入し利用する保護者の利便性ヒ学童保

育所の発注・受注・清算等の事務手続きを簡略化し現場の負担を軽減します。

※弊社が市内て、遥営している学童保育所で既に導入しています。

I配食サービスの概要

※本提案は弊社の知的財産を含む内容であるため、情報公開において不開示を求めます。
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に 二-ぞ：： -

*事業所(団体全体)における障害者雇用率を明記のム当該施設における障害者盾用の考え方を記載

全ての人が尊重される社会の創造

創業者は、下肢障がいを持つ身体障ゲい者でした。「障がいゲあってもなくても、男でも女でも、子ビもも高齢者

も、肌の色ゲ何色でも、全ての人が尊重される社会、会社を創りたい」ヒいう志が創業の原点です。

そのため、弊社ではグループ全体で積極的な障がい者雇用や合理的な配慮に取り組んでおり、職場での環境

整備.本人の障がい特性や能力等に史じた遍正配置.研修会や本部ェリアマネージャーによる支援、職場理解

の促進等、安定した職場環境ヒ業務運営のサボートを進めておリます。

障がい者雇用率グルーブ全体7* 4 I %(令和7年6月,日時点)

・ソシオークグループ会社では、

障がい者雇用率は7,41%ヒ法定雇用率2.7%を大き〈上回る雇用実績があります

・今後も多様な人材が活躍できる安全・安心で誇リの持てる職場環境を提供しSDGSの目標逢成に向けて、

誰もが'健やかに暮らせる社会基盤づくリに貢献して参ります。

グルーブ会社での具体的な取組み

- J
f T ;;

*事業所(団体全体)における高醉者(65歳以上)雇用率を明記のム当該施設における高齢者雇用の考え方
を記載

高齢者(65畿以上)雇用率 ％ (令和7年6月I日時点)

算定根拠： ※(株)明日葉のみの雇用率

・弊社では、こビもたちに学童保育所を通して、幅広い年代の大人ヒ閲わる機会を提供するこヒで、思いやリや

豊かな情緒を育んでほしいヒ考えています。

・そのため、正社貫.無期雇用パートナー社員については、就業規則において定年を65歳ヒ定めていますが、

会社及び本人力ぐ継続雇用を希望する場合【こ70歳まで再雇用するこヒが可能ヒなっています。

・また、有期雇用のパートナー社貫については、I年ごヒの契約更新ヒなリ、フ0歳以上であっても本人の健康

状態や意向に合わせて採用.雇用をさせていただいておリます。
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二 "-. -よ：：

*事業所における省ェネルギー、省資源、廃棄物削減、グリーン購入の推進等への取組状況

SDGSへの取リ組み

私たちは持続的な成長を実現するこヒを目指し、持続可能な社会を目指す国際目標である''SDGsjに積極的

に取リ組んでいます。''SDGsjヒは, 20 I 5年g月の国連サミットて採択された「持続可能な開発のための

2030アジェンダ」にて記載された20 I 6年から2030年までの国際目標です。持続可能な世界を実現するため

の17のゴール・169のターゲットカ、ら構成され, 地球上の誰一人ヒして取リ残さない(leave no one behind)

こヒを誓っています。

0 SD6Sへの取り組み
事業部目標I安心して子どもを預けられる学童保育施設の提供

主な取り組み

多数の施設運営により多くの子どもたちに良質な
学童保育の場を提供レこ、も体もすこや力、な子ども-

主な取り組み

多様なバックグラウンドを持つ人Mの積極採用
あらゆる分野で男女平等社会を実現

e
主な取り組み

働く女性が増え、女性の社会進出が進み社会における
男ケ平等参画の怠識醸成

主な取り組み

子育て中の働く女性がライフステージの変化を問わず
働き続けられる環堆盤備された往rづくり

具休的な取組

施設運営における環境への配慮ヒヒもに、こビもたちも環境への意識ゲもてるようなま動ヒして、以下のような取

組みを行います。

Iグリーン購入について
・コピー用紙や筆記用具、セロファンテーストイレソトペーパー等を購入する際は、国分寺市グリーン購入基

本方針及び国分寺市グリーン購入ガイドラインに基づき、環境負荷の少ない製品を優先して購入するこヒ

に努めます。

'" Jによる節電.節約・ムダ削減の取組み

無駄な照明.冷暖房の使用をな〈すこヒでェネルギー使用量を少しで

も減らしたリ、印刷時に可能な限り白黑印刷・両面コピーヒするこヒで

消耗品の使用を減らしたり、印刷の不要な物は印刷せずにPDF等で

保存したりするなじ環境への配慮を心掛け、日常の管理運営におい

ても常に廃棄物削減に取り組みます。

こビもたちへの環境について考える機会の提供

こビもたちの普段身のまわりで使っているものや、食べもの、飲みものか

ら地球温暖化について考えるイベントを実施しこビもたちI人I人が環境を考える機会を創出しています。
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*地震や火災等の災害が発生した場合の対た

災害発生時の対坊

第四日吉町学童保育所を運営するにあたって、災害発生時においてもこビもたちの命ヒ安全を守れるよう、近く

の地区災害時待避所や地区肪災センターである第五小学校への避難経路を確認するヒヒもに、災害発生時【こ

は下記のような対たを基本ヒして行動します。

I地震発生時
・地震発生時は、児童に対して頭部の保護や、棚やロッカーカ、ら離れるよう指示を出します。非常持ち出し袋に

当日の利用児全員のリストを入れ、特別配慮が必要な児童には職貢がそばにつきます。

・発生後は、児童の点呼を行い、出火や負傷者の有無を確認します。もし出火があったり負傷者力ぐいたリした

場合は消火、救出、救護等を複数の職貢で対処します。

I大規模地震発生時
・震度5弱以上の大規模地震発生後は、道路状況の情報を収集するヒ共【こ、保護者からの問合せに対して

対史します。

・児童だけでの帰宅はさせず、保護者または保護者に指名された代理人への引渡し体制をヒり、確実に引き

渡すまでは各施設でお預かりします。引渡しに関しては、緊急時児童引渡票を作成し保護者への児童の引

渡しに混乱がないようにします。

I火災発生時
・火災発生場所を確認し最も安全な避難経路で児童を避難場所に誘導します。避難誘導時は、児童を落ち

着かせ、/、ンカチを口に当てて身を低〈して移動させるなビの指示を与えます。

・発生後は、名簿により児童の人数確認をするヒヒもに、負傷者の史急手当や保護者への逮絡を行います。ま

た、児童のメンタルケアを行います。

I水害発生時
・水害ハザードマップを常時掲示し安全な避難先に早めに避難し避難先を保護者に知らせ、児童だけでの

帰宅はさせず、保謹者または保護者に指名された代理人への引渡し体制をヒり、確実に引き渡すまでは各

施設でお預かリします。

・引渡し【こ関しては、緊急時児童引渡票を作成し保護者への児童の引渡しに混乱がないようにします。
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その他災害等に備えた取組み

p方火防災管理者の設置

貴任者を防火管理者ヒして消坊計画を策定します。

避難訓練の実施

年間ほ災訓練計画を策定し毎月I回、様マな事態を想定した

避難訓練・ネ刀期消火訓練を実施します。年間防災訓練計画に学

校ヒー体的に行う防災避難訓練を組み込めるよう希望します。

また、内藤’日吉地域連合防災会なビゲ実施している地域の総

合防災訓練に学童保育所ヒして参加しいざヒいう時の、地域の

方々ヒの速携体制を構築します。

避難訓練実施後は、職員全員で改善点がないか反省会を実施

し防災避難訓練実施記錄を作成するヒヒも【こ、次回への課題や

マニュアル改訂の必要なビ檢討します。さら1こ、職貫だけでなくこ

ビもたちの意識を高めるため、グルーフワークヒして避難訓練の

反省や良かった点なビを発表する機会を設けます。

緊急備品の点検・整備の実施

緊急時のた急処置ができるよう、医薬品、包帯等、必要な備品を

常備します。また、医薬品等にも消費期限があるため、チェック表

を作成し每月必ず確認いたします。

防災マップ等の事前確認の徹底ヒ掲示

防災マッス洪水ハザードマップにより、学童保育所周辺の危険個所、避難場所等を事前に確認しておきま

す。令和元年10月に発生した台風Ig号ゲ象徵するように、近年は台風や突然の豪雨等、水による災害

が頻発してk \ます。浸水被害を防ぐためには正確な情報ヒ早めの行動が重要です。

最寄リの避難場所だけではな< 、洪水/ 、ザードマップを事前に確認して施設の周辺で安全な場所ヒ危検な

場所を理解し出来る限リ安全なルートで避難できるよう、洪水を想定した避難訓練等を実施します。ハザ

ードマップは見える位置に掲示し常時確認できるようにします。
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4s学校や地域等ヒの逮携による子ビもの成長過程等に史じた事業展開、保護者への支援、逮携なビ保護者ヒ

の信頼閲係の構築のための取組なビ

I学校との連携
本事業を円滑に逢営するためには、学校ヒの連携は非常に重要です。学校生活ヒ学童保育所の生活はつなが

っていると考えておりますので、貴任者が折に触れて第五小学校の校長先生.副校長先生に報告.連絡.相談を

行うこヒはもちろんです力ぐ、本部職貫も巡回の際に校長先生.副校長先生を訪問する等、コミュニケーションを心

がけ、一丸ヒなって児童育成にあたれる信頼閲係'協力閲係を構築します。具体的な取リ組み例は下記の通り

です。

I日々の連携・共有
・情報の拔け・漏れや重複を避けるため、速携の窓ロヒなる担当者を決めます。

・每月、「おたより(学童保育所だよリなビ)」を届けるヒヒもに、学校の行事やま動の予

定表を確認し考慮した上で計画をたてます。日々の様子を積極的に学校に伝え、学

童保育所への理解が深まるよう努めます。

・気になる児童がいる場合には、学校ヒ情報交換を行いながら見守ります。定期的に

情報交換の機会を持ち、必要にたじて担任や養護教諭、スクールカウンセラー等ヒの

速携がはかれるようにします。

・可能であれぱ、月I回程度、学校ヒ児童館なビ関係機閲ヒ速絡会議定例聞

催を希望します。(右菩真は校長・副校長ヒの定期連絡会の様子)

I緊急時等に備えた連携・情報共有
・東日本大震災では、学校ヒ学童保育所が普段から協力閲係にあったお陰で、

協力して対史にあたるこヒが出来ました。学童保育所の安全.危機管理マニュ

アルを学校側にも提示して、各施設の安全.危機管理システムヒ整合性を持たせてお〈こヒが緊急時に大切

ヒ考えています。

・学級閉鎖や、荒天時の登下校時間変更、休校等、児童の安全にかかわる情報を共有できる体制を築き、安

全に児童を預かれるようにします。

I第五小学校ヒの連続性をもった育成・運営
・第五小学校は、こビもたちが国分寺市や地元のこヒを知リ、好きになるこヒを大切に、そして、「地域で育ち

地域の一員ヒしての自覚ヒ地域に貢献する高い志をもったこビもたちを地域社会に送り出すこヒ」を使命ヒ

して、地域ヒの繁がリを重視している学校です。具体的には、地域.保護者【こよる五小サマースクールの開

催や、内藤・日吉地域連合防災会ヒ逢携した国分寺学の実施、国分寺赤米会による赤米の苗植えや稲刈

リ体験等を通して赤来にっいて学ぶ取組み等、こビもたちゲ地域の方ヒ直接関わり、地域について知る機

会を教育活動ヒして実施されています。さら【こ、令和2年度からコミュニティ-スクールを導入し地域住民や

保護者の学校参画を進め、よリー層地域一体ヒなってこビもたちの育ちヒ安全を見守る体制を強化されて

います。

・そのため、学童保育所の運営においても、地域の一員ヒしての意識をもち、地域の方にイベント等で講師や

ポランティアをお願いしたり、児童館等閲係機閲ヒ交流を行うなじ積極的に地域の方や保護者ヒ交流を

図り、地域ヒー体ヒなってこビもたちの育成に取組みたいヒ考えています。(※詳細はP.46 「地域ヒの速携‘

交流」をご参照〈ださい。)

・また、第五小学校は「考える子～すすんで学び、深〈考ん行動できる児童の育成～」を重点目標ヒして、こ

ビもたちが主体的に学び、自尊感情を育むなかで自己有用感をもってやり遂げる力を培うこヒを重視され

ています。そのため、学童保育所においても、こビもたちが主体的に考え、行動し自主性を育むこヒができ

る機会ヒして「こビも会議」なビを積極的に実施したいヒ考えています。

※情報交換の際は、こビもや家庭の個人情報の取扱について事前に双方で取リ決めをし適切に対応します。
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保護者との情報共有

保護者.こビもに対し円滑な支援を行うため、下記の情報を共有するように心がけます

I共有内容

ヨ5

保護者

�

学童

保育所

学童

保育所

�

保護者

情報共有方法

その他、情報共有については下記の通リ整理し状況に合わせて適切な方法で行います

2
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放課後子ビもプラン(第五小学校放課後子ビも教室)

学童保育所ヒ放課後子ビも教室ヒの連携については、全てのこビもたちが放課後の時間、平等に豊かな時

間を享受するために欠かせないヒ考えています。

一体スは速携して運営するこヒは、当該小学校のすべてのこビもたちに安全で安心な居場所における多様

な体験・交流’学びの場を確保しさらに地域の方々の参画を得て、学習活動やスボーツ’文化芸術活動、

地域住民ヒの交流活動等の取組を実施するこヒによリ、こビもたちの社会性、自主性等の豊かな人間性を

育むヒヒもに、こビもたちヒ地域のコミュニテイの充実を図る機会を創出する重要な事業ヒ考えています。

全ての児童が平等に有意義でかけがえのない放課後の時間を享受できるために、放課後子ビも教室ヒ密

に連携し放課後子ビも教室開催日には、学童保育所からこビもたちヒー緒に参加をさせていただき、一緒

に活動できる機会の創出に努めます。

放課後子ビも教室の活動に学童保育所も参加する場合、放課後子ビも教室職員ヒ連携を図リ、学童保育

所職真も活動のサボートをして、一緒に児童の支援を行います。また、必要に史じて児童の様子等について

共有させていただきたいヒ考えています。

可能であれば、放課後子ビも教室の運営委員会に学童保育所ヒしても参加をさせていただき、イベント'行

事等の企画段階から連携をヒらせていただきたいヒ考えています。

児童館(いずみ児童館・しんまち児童館)

令和7年4月からランドセル来館事業の対象学年力ぐ4年生まで引き上げられたこヒもあリ、学童保育所卒所

後の居場所の一つヒして、安心して児童館を利用できるよう、日頃から逮携を図リ、児童館イベント等にお

し、ては積極的に参加.協力をさせていただきます。

児童館ヒの連携.交流については、特に、第五小学校.第四日吉町学童保育所から近い「いずみ児童館J

「しんまち児童館Jヒの連携を想定しています。いずみ児童館については、弊社が運営している第三泉町学

童保育所においても既に速携.交流を行っているため、信頼閲係をスムーズに構築できるヒ考えています。

学童保育所に、児童館のイベント情報等のチラシやボスターを配架し児童館の情報を広報します。

保育園・幼稚園(やなぎ保育園等)

特別な配慮ゲ必要な児童が就学前に通っていた保育園.幼雅園ヒ連携しそれまでの保育の状況tこつい

て情報を共有します。

放課後等ディサービス

障がい児等で放課後等ディサービスを併用している児童にっいては、利用する放課後等ディサービス職員

ヒ速携して児童が混乱な〈過ごせるようにします。
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J. S <

*配慮を要する児童(障害のある児童等)への対た方針及び体制(職員配置, 研修体制等)が遍当であるか

I障がいのあるこビもや特に配慮を必要ヒするこビもへの対從
・障がいの有無に閲わらず全てのこビも逢に遊びの場.保育の場が保障されるこヒは当然であリ、同年代のこ

ビも達ヒー緒に過ごす経験は成長に必須のものヒ考えます。学童保育所は異年緻かつ集団での生活の場-

遊びの場であるため、周囲ヒの関わリ合いを通して、障がいのあるこビもが日常生まや対人閲係における困

難さヒの付き合い方を身につけ、少しでも過ごしやすくなる環境設定’育成に努めます。

・こビもの障がい.発達段階に史じて、生まや遊びのなかで他児ヒの関わりを支援し障がいのあるこビもヒな

いこビもが共に遊び過ごすこヒで、心の成長に資する場を創造したいヒ考えます。

配慮が必要な児童の支援方法と体制

※本提案は弊社の知的財産を含む内容であるため、情報公閲において不開示をボめます。
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配慮が必要な児童を受け入れるにあたっての環境設定・ェ夫

障がいの有無や重さによって、それぞれ支援方法が異なりますが、それぞれの児童の特性をよ〈理解し個々に合

わせた支援を行います。主に受け入れにあたって実施する項目は以下の通りです。

※本提案は弊社の知的財産を含む内容であるため、情報公開において不開示を求めます。
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アレルギー対恣の研修等

弊社の食物アレルギー対史マニュアルをもヒに研修等で周知徹底します。また、厚生

労働省.日本アレルギー学会のアレルギーボータルサイトを活用し正しい知見ヒ最新

の情報を収集しマニュアルの更新を行います。

必修で実施します。

ェビペン所持児童については、保護者ヒアレルギーの原因物質(アレルゲン)、発症時の症状.対た方法、緊

急連絡先、処方藥の管理方法等を事前に相談.協議し緊急時使用依頼書兼同意書をご提出いただくこヒ

で緊急時に円滑な対たができるよう備えます。また、ェピペン所持児童のランドセルは児童ヒ支援員がヒリや

すい場所にするように心がけます。

実際に使用する場合は、児童が動けるようであれば静善室の簡易ベッドヘ移動(児童が動けないようであれ

ば他児童を別室や別場所へ移動)しアナフィラキシーショック対たフロー通リにゆ置します。

※本提案は弊社の知的財産を含む内容であるため、情報公開において不開示を求めます。
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